
日
本
近
世
に
お
け
る
老
荘
思
想
の
受
容
と
い
う
問
題
を
考
え
る
場
合
、
特
に

注
目
す
べ
き
二
つ
の
現
象
が
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
『
老
子
口
義
』
『
荘
子
口
義
』

の
流
布
と
い
う
現
象
で
あ
る
。
『
老
子
口
義
』
『
荘
子
口
義
』
は
、
南
宋
の
林
希

逸
が
著
わ
し
た
『
老
子
』
『
荘
子
』
の
註
釈
書
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
、
『
荘

子
口
義
』
は
、
五
山
の
禅
僧
に
よ
っ
て
既
に
用
い
ら
れ
ら
て
い
た
が
、
『
老
子

口
義
』
は
、
近
世
初
期
に
お
け
る
林
羅
山
の
受
容
を
契
機
と
し
て
、
『
老
子
』

（
１
）

の
註
釈
書
と
し
て
専
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

注
目
す
べ
き
第
二
の
現
象
は
、
近
世
中
期
に
お
け
る
老
荘
思
想
の
流
行
と
い

う
現
象
で
あ
る
。
『
老
子
』
『
荘
子
』
は
、
近
世
初
期
に
お
い
て
、
主
に
林
希
逸

の
註
釈
に
よ
っ
て
、
一
部
の
人
々
に
は
読
ま
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
や
は
り
老

荘
思
想
は
、
基
本
的
に
は
儒
教
に
対
す
る
異
端
思
想
と
し
て
排
斥
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
老
荘
思
想
が
、
享
保
期
以
降
、
よ
う
や
く
思
想
界
の
表
舞
台
に
登
場
し
て

く
る
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
主
に
讓
園
学
派
に
よ
っ
て
、
『
老
子
』
『
荘
子
』
は
、
本
格
的
に

学
問
・
研
究
の
対
象
と
な
り
、
多
く
の
『
老
子
』
『
荘
子
」
の
註
釈
書
が
著
わ

は
じ
め
に

石
田
梅
岩
と
老
荘
思
想

梅
岩
が
自
ら
の
思
想
形
成
に
お
い
て
、
老
荘
思
想
を
受
容
し
て
い
た
ご
と
は
、

既
に
先
学
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
『
石
田
先
生
事
蹟
』
『
都

鄙
問
答
』
の
以
下
の
記
述
に
よ
っ
て
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
老
荘
思
想
は
、
徐
々
に
民
衆
思
想
へ
も
浸
透
し
て
ゆ

く
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
の
供
斎
樗
山
著

『
田
舎
荘
子
』
の
刊
行
で
あ
り
、
『
田
舎
荘
子
』
の
登
場
以
来
、
陸
続
と
し
て

（
２
）

「
老
荘
流
談
義
本
」
と
呼
ば
れ
る
教
訓
書
が
著
わ
さ
れ
て
ゆ
く
。
近
世
初
期
の

教
訓
書
で
あ
る
仮
名
草
子
の
中
に
も
、
儒
・
仏
・
老
荘
の
三
教
一
致
を
説
く
も

の
が
既
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
仮
名
草
子
の
趣
旨
は
、
基
本
的
に
は
儒

仏
一
致
論
で
あ
り
、
老
荘
思
想
は
飽
く
ま
で
も
添
え
物
に
過
ぎ
ず
、
老
荘
思
想

が
受
容
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

日
本
に
お
け
る
老
荘
思
想
受
容
史
上
、
近
世
中
期
に
お
け
る
老
荘
思
想
の
民

衆
思
想
へ
の
浸
透
は
、
特
に
注
目
す
べ
き
現
象
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
論
及

す
る
石
田
梅
岩
に
お
け
る
老
荘
思
想
の
受
容
は
、
そ
の
重
要
な
一
角
を
占
め
る

問
題
な
の
で
あ
る
。

第
一
章
「
形
一
一
由
ノ
心
」
と
『
荘
子
』

大
野

一
一
一
一

出



常
に
説
き
た
ま
ひ
し
書
は
、
四
書
、
孝
経
、
小
学
、
易
経
、
大
極
図
説
、

近
思
録
、
性
理
字
義
、
老
子
、
荘
子
、
和
論
語
、
徒
然
草
等
。

（
３
）

『
石
田
先
生
事
蹟
』

儒
詞
老
荘
、
仏
、
百
家
、
衆
技
と
い
へ
ど
も
、
皆
我
神
国
の
末
社
に
あ
ら

ず
と
い
ふ
事
な
し
。

『
石
田
先
生
事
蹟
』

仏
老
荘
ノ
教
モ
、
イ
ハ
バ
心
ヲ
ミ
ガ
ク
磨
種
ナ
レ
バ
、
舎
尋
へ
キ
ニ
モ
非
ズ
。

（
４
）

『
都
鄙
問
答
』
性
理
問
答
ノ
段
（
四
六
○
頁
）

儒
道
、
仏
道
、
老
子
、
荘
子
一
一
至
ル
マ
デ
、
尽
ク
此
国
ノ
相
ト
ス
ル
ャ
ウ

ニ
用
ユ
ル
コ
ト
ヲ
可
思
。

『
都
鄙
問
答
』
性
理
問
答
ノ
段
（
四
六
一
頁
）

梅
岩
に
と
っ
て
、
老
荘
思
想
は
、
排
斥
す
べ
き
異
端
思
想
で
は
な
く
、
儒
教

は
勿
論
の
こ
と
、
仏
教
と
と
も
に
、
自
ら
の
思
想
形
成
、
教
学
形
成
に
役
立
つ

重
要
な
思
想
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
儒
教
の
論
書
と
と

も
に
、
日
頃
か
ら
『
老
子
』
『
荘
子
』
に
つ
い
て
も
教
説
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
は
、
近
世
に
お
け
る
老
荘
思
想
受
容
史
上
、
極
め
て
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る

差
玲
ノ
Ｏ

で
は
、
梅
岩
は
、
『
老
子
』
『
荘
子
』
の
持
つ
如
何
な
る
思
想
に
共
鳴
し
、
自

ら
の
思
想
形
成
、
教
学
形
成
に
役
立
て
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
、

梅
岩
と
老
荘
思
想
の
関
係
と
い
う
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
場
合
、
ま
ず
論
じ

ら
れ
る
の
が
、
所
謂
「
形
二
由
ノ
心
」
と
『
荘
子
』
と
の
関
係
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
梅
岩
の
「
形
二
由
ノ
心
」
は
、
果
た
し
て
『
荘
子
』
の
思
想
に
基
づ
い

て
形
成
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
形
一
一
由
ノ
心
」
に
関
し
て
は
、
一
九
六
八
年
に
、
相
良
亨
氏
が
「
石
田
梅

（
－
３
）

岩
の
思
想
」
に
お
い
て
論
及
し
、
そ
の
中
で
相
良
氏
は
「
形
一
一
由
ノ
心
」
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

梅
岩
は
「
形
」
に
貴
賤
の
序
列
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
「
形
」
が
生
得
的

で
あ
り
、
生
涯
つ
き
ま
と
う
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
貴
賤
の
別
が
あ
る
も

の
で
あ
れ
ば
、
「
形
ヲ
賤
ム
」
こ
と
を
求
め
た
梅
岩
の
思
想
が
、
積
極
的

に
徳
川
封
建
社
会
の
階
層
的
秩
序
の
現
実
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
（
中
略
）
梅
岩
の
思
想
は
、
結
局
の
と

こ
ろ
、
封
建
道
徳
と
し
て
の
知
足
安
分
を
教
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

梅
岩
の
「
形
二
由
ノ
心
」
の
思
想
は
、
結
局
は
徳
川
封
建
社
会
の
階
層
的
秩

序
を
民
衆
の
側
か
ら
支
え
る
知
足
安
分
の
思
想
で
あ
っ
た
と
、
相
良
氏
は
分
析

し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
「
形
二
由
ノ
心
」
の
思
想
的
拠
り
所
を
『
荘
子
』
に
求
め
た

（
６
）

の
が
、
石
川
謙
氏
で
あ
っ
た
。
石
川
氏
は
「
石
田
梅
岩
と
「
都
鄙
問
答
』
」
第

Ⅳ
章
・
第
四
節
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
論
及
し
て
い
る
。

「
形
に
由
る
の
心
」
と
い
う
の
も
、
『
荘
子
外
篇
』
の
秋
水
篇
に
収
め
た
、

「
凄
憐
レ
舷
、
舷
憐
し
蛇
」
の
問
答
に
見
え
る
論
法
を
、
そ
の
ま
ま
使
っ

た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
（
７
）

確
か
に
梅
岩
は
、
『
石
田
先
生
語
録
』
巻
十
四
（
九
六
）
に
お
い
て
、
『
荘
子
』

秋
水
篇
の
「
愛
憐
し
舷
、
舷
憐
し
蛇
、
蛇
憐
レ
風
、
風
憐
レ
目
、
目
憐
し
心
」
の

「
風
憐
レ
目
、
目
憐
し
心
」
の
二
句
に
つ
い
て
の
解
釈
を
求
め
ら
れ
た
際
に
、

こ
れ
に
対
す
る
解
答
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

藁
ガ
足
ノ
ー
本
ア
ル
ハ
藁
ガ
心
、
舷
ガ
百
足
ア
ル
ハ
舷
ガ
心
、
蛇
ガ
足
ナ

キ
ハ
蛇
ガ
心
、
人
二
手
足
ア
リ
、
目
〈
横
一
一
、
鼻
〈
直
二
有
テ
、
面
目
正

一
一
一
一
一



キ
ハ
人
ノ
心
、
コ
ノ
ュ
ヘ
ニ
人
一
一
正
直
ノ
道
ア
リ
。
其
外
万
物
皆
形
ノ
外

二
心
ナ
シ
・

石
川
氏
は
、
こ
の
『
石
田
先
生
語
録
』
（
以
下
『
語
録
』
と
省
略
）
の
記
述

に
特
に
注
目
し
、
「
形
二
由
ノ
心
」
の
論
拠
を
『
荘
子
』
に
求
め
、
「
石
田
梅
岩

と
『
都
鄙
問
答
』
」
第
Ⅳ
章
・
第
四
節
の
結
論
部
分
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
の

で
あ
る
。そ
れ
ほ
ど
「
形
に
由
る
の
心
」
の
論
法
は
、
陽
明
学
と
も
朱
子
学
と
も
ち

が
っ
て
、
荘
子
の
哲
学
に
寄
り
そ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
多
か
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。

（
８
）
（
９
）

梅
岩
の
「
形
一
一
由
ノ
心
」
に
つ
い
て
は
、
以
降
も
源
了
圓
氏
、
今
井
淳
氏
ら

に
よ
っ
て
、
そ
の
思
想
に
関
す
る
議
論
が
深
め
ら
れ
て
ゆ
く
が
、
「
形
二
由
ノ

心
」
と
い
う
論
法
が
、
．
『
荘
子
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
石
川
氏
の
説

に
対
す
る
反
論
は
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
で
、
梅
岩
の
「
形
二
由
ノ
心
」
に
関
す
る
記
述
を
改
め
て
見
て
ゆ
き
た
い
。

元
来
形
ア
ル
者
〈
、
形
ヲ
直
二
心
ト
モ
可
知
。
警
夜
寝
入
タ
ル
ト
キ
寝
掻

シ
、
ヲ
ポ
ヘ
ズ
形
ヲ
相
ク
。
是
形
直
二
心
ナ
ル
所
ナ
リ
。
又
、
孑
々
水
中

一
一
有
テ
ハ
人
ヲ
不
し
整
、
蚊
卜
変
ジ
テ
忽
二
人
ヲ
整
。
コ
レ
形
一
一
由
ノ
心

ナ
リ
・
鳥
類
畜
類
ノ
上
ニ
モ
心
ヲ
ツ
ヶ
テ
見
ョ
・
蛙
〈
自
然
二
蛇
ヲ
恐
ル
。

親
蛙
ガ
子
蛙
二
、
蛇
〈
汝
ヲ
ト
リ
食
う
畏
シ
キ
モ
ノ
ゾ
ト
教
へ
、
蛙
子
モ

学
ビ
習
テ
、
段
々
’
一
伝
へ
来
リ
シ
者
ナ
ラ
ン
ャ
。
蛙
ノ
形
二
生
レ
バ
蛇
ヲ

恐
ル
ル
ハ
、
形
ガ
直
二
心
ナ
ル
所
ナ
リ
。

『
都
鄙
問
答
』
性
理
問
答
ノ
段
（
四
五
一
頁
）

以
上
が
、
『
都
鄙
問
答
』
に
お
け
る
「
形
二
由
ノ
心
」
に
関
す
る
記
述
の
主

要
部
分
で
あ
る
。
梅
岩
は
こ
の
後
、
更
に
「
蚤
」
の
例
を
付
け
加
え
、
そ
し
て

不
彦
勝
為
二
大
勝
一
者
〈
唯
聖
人
能
し
之
。

傍
線
部
分
は
、
確
か
に
『
荘
子
』
秋
水
篇
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
こ
の
部

分
か
ら
、
「
形
一
一
由
ノ
心
」
の
思
想
が
導
き
出
せ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
秋

水
篇
に
限
ら
ず
、
『
荘
子
』
と
い
う
書
物
全
体
を
通
し
て
、
梅
岩
の
「
形
二
由

ノ
心
」
の
思
想
の
源
と
考
え
ら
れ
る
思
想
な
り
論
法
が
、
果
た
し
て
見
つ
か
る

で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
『
荘
子
』
と
「
形
二
由
ノ
心
」
の
思
想
の
間
に
は
、

か
な
り
の
隔
り
が
あ
り
、
飛
躍
が
あ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
『
荘
子
』
と
「
形
二
由
ノ
心
」
と
の
距
離
は
、
梅
岩
自
身
の
独

創
に
よ
っ
て
詰
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
は
じ

『
孟
子
』
（
尽
心
・
上
）
の
「
形
色
天
性
也
。
惟
聖
人
然
後
可
二
以
践
声
形
」
と

い
う
言
葉
を
引
く
。

果
た
し
て
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
た
「
形
二
由
ノ
心
」
の
思
想
に
、
『
荘
子
」

秋
水
篇
の
思
想
あ
る
い
は
論
法
が
、
ど
れ
だ
け
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
か
。
あ
る
い
は
ま
た
、
先
に
示
し
た
『
語
録
』
巻
十
四
の
「
蕊
ガ
足
ノ
ー
本

ア
ル
ハ
蕊
ガ
心
」
と
い
う
一
節
に
、
ど
れ
ほ
ど
「
荘
子
』
秋
水
篇
の
思
想
、
論

法
が
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
『
語
録
』
に
お
い
て
は
、

「
荘
子
』
秋
水
篇
の
「
蕊
憐
し
舷
、
藁
憐
し
蛇
」
の
寓
話
に
即
し
て
、
「
形
二
由

ノ
心
」
が
説
明
さ
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
「
荘
子
』
秋
水
篇
の
「
愛
憐
し
舷
、

僻
憐
し
蛇
」
の
一
節
に
は
、
肝
心
の
「
形
」
と
「
心
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
全

く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
『
語
録
』
巻
十
四
（
九
六
）
の
結
び
の
部
分
で
は
、
梅
岩
は
荘
子
を

ま
た
、
『
語
録
』
巻
十
四
（
九
六
）
の
結
び
の
蔀

し
て
次
の
よ
う
に
語
ら
し
め
て
い
る
。

（
Ⅲ
）

我
云
所
ノ
至
人
〈
心
ナ
シ
ト
説
モ
此
所
ナ
リ
。

徳
不
し
得
、
大
人
〈
無
し
己
、
無
し
己
ユ
ヘ
ニ
与
二
天
地
一
同
、
以
二
衆
小

一

一

四
故
二
道
人
〈
不
し
聞
、
至



ふ
も
の
也
。

（
Ⅱ
）

「
田
舎
荘
子
』
巻
上
「
雀
蝶
変
化
」

以
上
の
記
述
に
対
し
て
、
中
野
三
敏
氏
は
、
「
荘
子
』
至
楽
篇
の
「
察
二
其

始
一
、
而
本
無
し
生
、
非
二
徒
無
亡
生
也
、
而
本
無
し
形
、
非
二
徒
無
声
形
也
、
而

本
無
し
気
、
雑
二
乎
芒
笏
之
間
一
、
変
而
有
し
気
、
気
変
而
有
し
形
、
形
変
而
有
し

生
、
今
又
変
而
之
レ
死
、
是
相
与
為
二
春
秋
冬
夏
四
時
行
一
也
」
と
い
う
死
生
観

（
吃
）

に
基
づ
く
と
い
う
指
摘
を
行
っ
て
い
る
が
、
『
荘
子
』
至
楽
篇
の
こ
の
部
分
で

も
や
は
り
「
形
」
と
「
心
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
「
形
」

の
変
化
に
応
じ
て
「
心
」
も
変
化
し
、
「
心
」
は
「
形
」
に
従
う
も
の
で
あ
る

と
い
う
梅
岩
の
「
形
一
一
由
ノ
心
」
の
思
想
と
酷
似
し
た
思
想
は
、
『
荘
子
』
に

め
に
も
述
べ
た
『
田
舎
荘
子
』
と
い
う
書
物
で
あ
る
。
『
田
舎
荘
子
』
が
刊
行

さ
れ
た
の
は
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
、
梅
岩
が
車
屋
町
御
池
上
ル
町
に

お
い
て
初
め
て
講
席
を
開
い
た
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
の
二
年
前
で
あ
る
。

梅
岩
の
書
簡
中
に
も
『
田
舎
荘
子
』
の
名
が
見
え
、
梅
岩
が
『
田
舎
荘
子
』
を

読
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
『
田
舎
荘
子
』
は
、
そ
の
書
名

の
通
り
、
老
荘
思
想
を
借
り
て
民
衆
の
知
足
安
分
を
説
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る

が
、
老
荘
思
想
の
敷
桁
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
『
田

舎
荘
子
』
独
特
の
思
想
も
散
見
す
る
。

こ
の
「
田
舎
荘
子
』
に
、
梅
岩
の
「
形
二
由
ノ
心
」
の
思
想
と
極
め
て
類
似

し
た
思
想
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
を
一
つ
挙
げ

て
承
よ
う
。

形
変
ず
れ
ば
心
気
と
も
に
変
ず
る
は
、
理
の
常
也
。

中
に
存
す
。
既
に
雀
の
形
あ
り
。
雀
の
気
あ
れ
ば
、

蛤
の
形
あ
り
、
蛤
の
気
あ
る
時
は
、
蛤
の
理
存
す
。

理
は
形
象
な
く
、
気

雀
の
理
存
す
。
又
、

形
の
心
は
其
形
に
従

で
は
、
老
荘
思
想
は
、
梅
岩
の
如
何
な
る
思
想
に
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
本
章
に
お
け
る
結
論
を
予
め
呈
示
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
「
文
字
」

に
拘
泥
す
る
こ
と
を
否
定
し
た
梅
岩
の
学
問
観
で
あ
り
、
そ
こ
に
こ
そ
老
荘
思

想
の
影
響
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。

梅
岩
の
こ
の
よ
う
な
学
問
観
に
関
し
て
は
、
早
く
石
川
謙
氏
に
よ
っ
て
、
「
文

字
を
離
れ
た
学
問
」
と
し
て
論
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
石
川
氏
は
、
「
石
田
梅

岩
と
『
都
鄙
問
答
』
」
の
第
Ⅱ
章
・
第
二
節
を
「
文
字
に
よ
る
学
問
と
文
字
を

離
れ
た
学
問
」
と
し
、
そ
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た
学
問
観
は
、
書
物
中
心
、
文
字
第
一
の
、
享
保

時
代
の
儒
学
学
習
法
に
対
し
て
、
ま
つ
こ
う
か
ら
反
抗
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
と
は
い
え
こ
う
し
た
建
前
を
と
っ
た
か
ら
こ
そ
、
一
方
で
は
、
文
字

に
親
し
み
の
う
す
か
っ
た
江
戸
時
代
の
庶
民
に
向
っ
て
、
人
生
哲
学
に
と

り
つ
く
資
格
と
機
会
と
を
あ
た
え
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

石
川
氏
の
指
摘
の
通
り
、
梅
岩
の
こ
の
よ
う
な
学
問
観
が
生
ま
れ
た
歴
史
的

意
義
は
極
め
て
大
き
い
、
と
同
時
に
、
こ
の
学
問
観
が
あ
っ
た
れ
ぱ
こ
そ
、
石

門
心
学
が
、
多
く
の
民
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
広
く
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
文
字
」
に
拘
泥
す
る
こ
と
を
否
定
し
た
梅
岩
の
学
問
観
は
、

で
は
な
く
、
『
田
舎
荘
子
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
梅
岩
の
「
形
二
由
ノ
心
」
と
い
う
思
想
は
、
「
荘
子
』
で
は
な
く
、

『
田
舎
荘
子
』
の
思
想
論
法
に
拠
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
る

い
は
、
「
田
舎
荘
子
』
を
経
由
し
た
『
荘
子
』
の
思
想
の
影
響
の
も
と
に
、
「
形

一
一
由
ノ
心
」
と
い
う
思
想
が
形
成
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
章
梅
岩
の
学
問
観
と
老
荘
思
想

一

一

五



『
都
鄙
問
答
』
に
お
い
て
、
極
め
て
頻
繁
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
都

鄙
問
答
ノ
段
」
（
二
七
六
頁
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

聖
人
ノ
道
〈
心
ヨ
リ
ナ
ス
。
文
字
ヲ
知
ラ
ズ
シ
テ
モ
親
ノ
孝
モ
成
り
、
君

ノ
忠
モ
成
り
、
友
ノ
交
リ
ト
モ
成
り
、
文
字
無
世
ナ
レ
共
、
伏
義
神
農
〈

聖
人
ナ
リ
。
只
心
ヲ
尽
テ
五
倫
ノ
道
ヲ
能
ス
レ
バ
、
一
字
不
学
ト
イ
フ
共
、

是
ヲ
実
ノ
学
者
ト
云
・

ま
だ
「
文
字
」
の
な
い
時
代
に
も
「
伏
義
・
神
農
」
の
よ
う
な
「
聖
人
」
は

い
た
。
つ
ま
り
、
「
文
字
」
で
書
か
れ
た
こ
と
を
学
ぶ
よ
り
も
、
「
聖
人
」
の
「
心
」

を
求
め
、
「
五
倫
の
道
」
を
実
践
す
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
な
の
で
あ
る
と
、
梅

岩
は
説
く
。
こ
れ
に
類
す
る
論
は
、
『
都
鄙
問
答
』
中
、
し
ば
し
ば
述
べ
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
際
、
「
文
字
」
あ
る
い
は
「
文
学
（
文
字
を
重
視
す
る
学
問
）
」

と
と
も
に
「
書
（
書
物
）
」
に
対
し
て
も
、
否
定
的
価
値
観
が
示
さ
れ
る
。
例

え
ば
「
孝
ノ
道
ヲ
問
ノ
段
」
（
三
八
四
頁
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
元
来
、
世
間
二
書
ヲ
読
而
巳
ヲ
学
問
卜
思
上
、
書
ノ
心
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ュ
ヘ

ニ
、
汝
ガ
如
ク
見
誤
ル
コ
ト
多
シ
。
総
テ
経
書
〈
聖
人
ノ
心
ナ
リ
。
聖
人

ノ
心
モ
我
心
モ
心
〈
古
今
一
ナ
リ
。

こ
の
よ
う
に
、
「
書
（
書
物
）
」
は
、
「
文
字
」
「
文
学
」
と
と
も
に
否
定
的
に

捉
え
ら
れ
る
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、
言

う
ま
で
も
な
く
「
心
」
で
あ
る
。
ま
た
、
「
心
」
と
と
も
に
、
「
文
字
」
「
文
学
」

と
対
立
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
が
「
行
」
「
修
行
」
で
あ
る
。
例
え
ば
「
都

鄙
問
答
ノ
段
」
（
三
七
六
頁
・
三
七
八
頁
）
に
は
、
「
聖
人
ノ
学
問
〈
、
行
ヲ
本

ト
シ
テ
、
文
字
ハ
枝
葉
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
。
ヘ
キ
コ
ト
ナ
リ
」
あ
る
い
は
「
人
〈

孝
悌
忠
信
、
此
外
子
細
ナ
キ
コ
ト
ヲ
会
得
シ
テ
、
二
十
年
来
ノ
疑
ヲ
解
。
コ
レ

文
字
ノ
ス
ル
所
ニ
ァ
ラ
ズ
、
修
行
ノ
ス
ル
所
ナ
リ
」
と
あ
り
、
「
文
字
」
「
文
学
」

と
「
行
」
「
修
行
」
と
が
対
立
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
梅
岩
の
実
践
重
視
の

思
想
の
表
わ
れ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
梅
岩
は
、
以
上
の
よ
う
な
論
理
に
基
づ
い
て
、
「
儒
者
」
あ
る
い

は
「
学
者
」
を
、
二
種
に
大
別
す
る
。
「
播
州
ノ
人
学
問
ノ
事
ヲ
問
ノ
段
」
（
三

九
六
頁
）
に
お
い
て
、
梅
岩
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

書
物
ヲ
能
読
、
文
字
ヲ
知
テ
教
レ
バ
、
是
モ
儒
者
ト
思
フ
ナ
ラ
ン
。
若
又

聖
賢
ノ
心
ヲ
知
ラ
ズ
シ
テ
教
儒
者
ア
ラ
バ
、
小
人
ノ
儒
一
一
シ
テ
、
人
ノ
書

物
箱
卜
成
。
ヘ
シ
。
君
子
ノ
儒
〈
心
ヲ
正
シ
徳
一
一
至
ノ
外
他
事
ア
ラ
ン
ャ
。

我
ガ
文
才
二
伐
ズ
、
利
欲
名
聞
ヲ
離
、
道
二
志
有
ヲ
君
子
ノ
儒
卜
〈
云
ナ

リ
Ｏ

「
書
物
」
「
文
字
」
に
、
た
と
え
ど
れ
ほ
ど
精
通
し
て
い
よ
う
と
も
、
「
聖
賢

ノ
心
」
を
知
ら
な
い
者
は
、
「
小
人
ノ
儒
」
で
あ
り
「
書
物
箱
」
で
あ
る
と
い

う
。
そ
し
て
、
こ
の
対
極
に
あ
る
の
が
「
君
子
ノ
儒
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
「
播
州
ノ
人
学
問
ノ
事
ヲ
問
ノ
段
」
の
最
後
の
部
分
（
三
九
八
頁
）
で
、
梅

岩
は
再
び
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

書
ヲ
講
ズ
ル
而
已
ニ
テ
真
ノ
儒
者
ト
ハ
云
§
ヘ
カ
ラ
ズ
。
性
ヲ
知
テ
身
ヲ
濡

ヲ
儒
者
卜
云
。
仮
令
、
牛
二
汗
シ
、
棟
ニ
ミ
ッ
ル
程
ノ
書
ヲ
読
ト
モ
、
性

理
一
一
ク
ラ
キ
者
〈
、
朱
子
ノ
所
謂
、
詞
調
記
章
ノ
俗
儒
一
一
シ
テ
、
真
儒
一
一

ア
ラ
ズ
・

こ
こ
で
は
、
「
小
人
ノ
儒
」
に
相
当
す
る
者
を
「
詞
調
記
章
の
俗
儒
」
と
呼

び
、
こ
の
対
極
に
位
置
す
る
「
君
子
ノ
儒
」
に
相
当
す
る
者
を
「
真
ノ
儒
者
」

「
真
儒
」
と
呼
ん
で
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
梅
岩
の
学
問
観
が
形
成
さ
れ
た
背
景
に
は
、
正
式
な
教
育
を

一
一
一
ハ



受
け
た
経
歴
も
な
く
、
学
統
も
な
い
梅
岩
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
も
い
え
る
も

の
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
章
に
お
い
て
、
先
に
示
し
た
「
都
鄙
問
答
ノ
段
」

（
三
七
六
頁
）
の
「
聖
人
ノ
道
〈
心
ョ
リ
ナ
ス
。
文
字
ヲ
知
ラ
ズ
シ
テ
モ
親
ノ

孝
モ
成
り
・
・
…
・
」
と
い
う
言
葉
も
、
「
汝
不
学
ノ
身
ト
シ
テ
、
知
ル
コ
ト
安
シ

ト
云
、
彼
此
以
テ
疑
上
多
シ
」
と
い
う
、
梅
岩
を
「
不
学
」
の
者
と
す
る
誇
り

に
対
す
る
反
論
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
誇
り
が
、
梅
岩
に
し
ば
し

ば
浴
び
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
梅
岩
自
身
の
言
葉
か
ら
、
容
易
に
窺
い
知
る

（
旧
）

こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
『
斉
家
論
』
の
冒
頭
で
は
、
梅
岩
は
次
の
よ
う
に
言

っ
て
い
る
。

実
に
年
月
の
過
る
早
き
事
は
、
た
け
き
川
水
の
流
る
る
が
ご
と
く
止
る
事

な
し
。
予
講
訳
を
初
ん
と
志
し
、
何
月
何
日
よ
り
開
講
、
無
縁
の
か
た
が

た
に
て
も
遠
慮
な
く
き
か
る
べ
し
と
、
書
付
を
出
せ
し
も
、
は
や
十
五
年

に
成
ぬ
。
其
比
書
付
を
見
て
、
殊
勝
な
り
と
い
う
人
も
あ
り
。
又
、
あ
の

て
笑
ふ
人
も
あ
り
。

ま
た
、
『
都
鄙
問
答
』
「
武
士
ノ
道
ヲ
問
ノ
段
」
（
三
八
九
頁
）
で
は
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

文
字
ニ
ョ
ラ
ズ
シ
テ
、
人
ノ
暁
シ
易
キ
コ
ソ
ョ
カ
ラ
ン
。
愚
、
元
来
不
学

ナ
レ
バ
、
幸
ナ
ル
哉
。

居
直
り
と
も
、
負
け
惜
し
ゑ
と
も
取
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
当
時
の
世
間
一
般

の
学
者
と
称
さ
れ
る
人
々
の
学
問
観
に
立
て
ば
、
正
式
な
教
育
を
受
け
た
経
歴

も
な
く
、
学
統
も
な
い
梅
岩
は
、
確
か
に
「
不
学
」
の
者
と
断
ぜ
ら
れ
て
も
仕

方
が
な
い
。
梅
岩
は
、
こ
の
誇
り
を
甘
ん
じ
て
受
け
る
。
そ
し
て
、
そ
の
上
で
、

「
文
字
」
へ
の
拘
泥
を
戒
め
る
独
自
の
学
問
観
を
呈
示
し
、
以
て
反
論
と
す
る

不
学
に
て
何
を
説
や
と
譲
る
も
あ
り
。
或
は
、
面
向
は
誉
れ
ど
も
、
影
に

の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
梅
岩
の
学
問
観
に
最
も
影
響
を
与
え
た
も
の
は
、
如
何
な

る
思
想
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
梅
岩
は
自
ら
の
学
問
観
を
論
ず
る
際
、
最
も

多
く
引
用
す
る
の
は
「
論
語
』
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
論
語
』
中
に
、
「
文
字
」

「
書
（
書
物
）
」
な
ど
と
「
心
」
を
対
立
的
に
捉
え
、
前
者
を
全
面
的
に
否
定

し
て
い
る
部
分
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
引
用
さ
れ
た
「
論
語
』
の
思
想
と
梅

岩
の
学
問
観
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。
第
一
章
に
お
い
て
述
べ
た
『
荘

子
』
秋
水
篇
と
梅
岩
の
「
形
二
由
ノ
心
」
の
場
合
と
同
様
、
『
論
語
』
と
梅
岩

の
学
問
観
の
間
に
は
、
か
な
り
の
飛
躍
が
あ
る
場
合
が
多
い
。
そ
し
て
何
よ
り

も
、
梅
岩
の
学
問
観
が
、
儒
教
思
想
と
相
容
れ
な
い
点
は
、
「
礼
楽
」
に
対
す

る
態
度
で
あ
る
。
『
語
録
』
巻
十
二
（
八
四
）
の
中
で
、
梅
岩
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

聖
徳
〈
文
字
ヲ
離
レ
タ
ル
物
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
ゞ
ヘ
シ
。
漉
掃
・
応
対
・
礼

楽
・
射
御
〈
心
ヨ
リ
興
ル
。
心
ガ
礼
楽
・
文
字
ヨ
リ
出
タ
ル
コ
ト
ヲ
吾
レ

不
し
聞
。
心
ヲ
本
ト
シ
テ
後
二
文
字
有
ル
コ
ト
明
白
ナ
リ
。

こ
こ
で
も
「
文
字
」
と
「
心
」
と
を
対
立
的
に
捉
え
る
梅
岩
の
学
問
観
が
示

さ
れ
て
い
る
が
、
儒
教
の
重
ん
じ
る
「
礼
楽
」
は
、
「
文
字
」
と
対
等
に
扱
わ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
梅
岩
の
学
問
観
が
、
儒
教
の
思
想
と
相
容
れ
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
を
象
徴
的
に
示
し
た
例
で
あ
る
。

さ
て
、
梅
岩
は
自
ら
の
学
問
観
を
論
ず
る
に
際
し
、
『
荘
子
』
を
引
用
し
て

い
る
場
合
も
あ
る
。
先
に
示
し
た
「
播
州
ノ
人
学
問
ノ
事
ヲ
問
ノ
段
」
の
結
論

部
分
に
先
立
っ
て
、
自
ら
の
学
問
観
を
論
ず
る
際
、
梅
岩
は
、
『
荘
子
』
天
道

篇
の
一
節
を
引
用
し
て
い
る
。
以
下
に
、
「
播
州
ノ
人
学
問
ヲ
問
ノ
段
」
（
三
九

七
頁
）
の
梅
岩
の
弁
、
お
よ
び
『
荘
子
』
天
道
篇
の
該
当
部
分
を
示
そ
う
。
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荘
子
二
所
謂
、
聖
人
ノ
意
ヲ
知
ラ
ズ
シ
テ
、
書
ヲ
ヨ
ム
ハ
、
糟
粕
ニ
シ
テ

実
ノ
味
ハ
ナ
ク
、
輪
ヲ
鋤
ゴ
ト
ク
、
徐
則
甘
而
不
し
固
、
疾
則
苦
而
不
し

入
、
不
し
徐
不
レ
疾
、
得
二
之
手
一
応
二
之
心
一
、
口
不
し
能
し
言
卜
云
モ
面

白
シ
◎
心
ヲ
知
ラ
ズ
シ
テ
法
ヲ
説
〈
、
桶
大
工
ノ
コ
ト
ヲ
伝
聞
テ
、
輪
ヲ

断
ガ
如
シ
。
心
二
得
ザ
レ
ペ
、
桶
卜
成
テ
、
水
ヲ
有
ノ
用
ヲ
ナ
サ
ズ
。
教

ノ
道
モ
斯
ノ
ゴ
ト
シ
。
コ
ノ
ュ
ヘ
ニ
心
ヲ
知
ル
ヲ
要
ト
ス
・

原
典
の
『
荘
子
』
天
道
篇
の
記
述
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

桓
公
、
書
を
堂
上
に
読
む
。
輪
扁
、
輪
を
堂
下
に
断
る
。
椎
鑿
を
釈
て
て
、

上
り
て
桓
公
に
問
ひ
て
曰
く
、
敢
へ
て
問
ふ
、
公
の
読
む
所
は
何
の
言
ぞ

や
と
。
公
曰
く
、
聖
人
の
言
な
り
と
。
曰
く
、
聖
人
在
り
や
と
。
公
曰
く
、

巳
に
死
す
と
。
曰
く
、
然
ら
ぱ
則
ち
君
の
読
む
所
の
者
は
、
古
人
の
糟
塊

の
象
な
る
か
な
と
。
桓
公
曰
く
、
寡
人
、
書
を
読
む
に
、
輪
人
安
く
ん
ぞ

議
す
る
を
得
ん
や
。
説
有
ら
ぱ
則
ち
可
な
る
も
、
説
無
く
ん
ば
則
ち
死
さ

ん
と
。
輪
扁
曰
く
、
臣
や
臣
の
事
を
以
て
之
を
観
る
に
、
輪
を
断
る
こ
と

徐
き
と
き
は
則
ち
甘
ら
か
に
し
て
固
か
ら
ず
、
疾
し
と
き
は
則
ち
苦
っ
て

入
ら
ず
、
徐
か
ら
ず
疾
し
か
ら
ず
、
之
を
手
に
得
て
心
に
応
ず
、
口
に
言

ふ
こ
と
能
は
ず
、
数
有
り
て
其
の
間
に
存
す
、
臣
以
て
臣
の
子
を
喰
す
こ

と
能
は
ず
、
臣
の
子
も
ま
た
之
を
臣
よ
り
受
く
る
こ
と
能
は
ず
。
是
を
以

て
行
年
七
十
に
し
て
老
ひ
て
輪
を
翻
る
。
古
の
人
は
、
其
の
伝
ふ
く
か
ら

ざ
る
も
の
と
与
に
死
す
。
然
ら
ば
則
ち
君
の
読
む
所
の
者
は
、
古
人
の
糟

塊
の
み
。

桓
公
が
書
見
を
し
て
い
る
と
、
出
入
り
の
大
工
の
輪
扁
が
、
桓
公
に
向
か
っ

て
、
既
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
古
の
聖
人
の
言
葉
が
綴
ら
れ
た
書
物
な
ぞ
は
、
絞

り
か
す
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
。
そ
し
て
、
そ
の
根
拠
を
、
輪
扁
は
自
ら
の
仕
事

に
あ
て
は
め
て
説
明
す
る
。
車
の
輪
を
け
ず
る
コ
ツ
と
い
う
も
の
は
、
言
葉
で

は
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
実
践
を
通
し
て
「
心
」
で
受
け
止
め
る
以
外

に
方
法
は
な
い
の
だ
と
説
く
。

こ
の
『
荘
子
』
天
道
篇
の
寓
話
を
、
梅
岩
は
自
ら
の
学
問
観
を
論
ず
る
に
際

し
て
、
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
荘
子
』
の
「
糟
塊
」
と
い
う
表
記
を
、

よ
り
一
般
的
な
「
糟
粕
」
と
い
う
表
記
に
改
め
て
は
い
る
も
の
の
、
『
荘
子
』

の
論
旨
自
体
の
曲
解
は
全
く
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
『
荘
子
』
の
思
想
を
そ
の
ま

ま
受
け
継
ぎ
、
自
ら
の
学
問
観
呈
示
の
助
け
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
『
荘
子
』
天
道
篇
の
「
輪
扁
」
の
一
節
は
、
『
荘
子
』
独
特
の
「
寓
言
」

に
よ
る
思
想
表
現
で
あ
る
が
、
『
荘
子
』
天
道
篇
に
は
、
こ
の
「
輪
扁
」
の
一

節
の
直
前
部
分
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

世
の
貴
ぶ
所
の
者
は
、
書
な
り
。
書
は
語
に
過
ぎ
ず
。
語
、
貴
ぶ
こ
と
有

る
な
り
。
語
の
貴
ぶ
所
の
者
は
、
意
な
り
。
意
は
随
ふ
所
有
り
。
意
の
随

ふ
所
の
者
は
、
言
を
以
て
伝
ふ
く
か
ら
ざ
る
な
り
。
而
る
に
、
世
、
言
を

貴
ぶ
に
因
り
て
書
を
伝
ふ
。
世
、
之
を
貴
ぶ
と
雛
も
、
猶
ほ
貴
ぶ
に
足
ら

ざ
る
な
り
。
其
の
貴
ぶ
が
為
め
に
貴
き
に
非
ざ
る
な
り
。
故
に
視
て
見
る

べ
き
者
は
、
形
と
色
と
な
り
。
聴
き
て
聞
く
べ
き
者
は
、
名
と
声
と
な
り
。

悲
し
き
か
な
、
世
人
、
形
色
名
声
を
以
て
、
以
て
彼
の
情
を
得
る
に
足
る

と
為
す
こ
と
。
夫
れ
形
色
名
声
は
、
果
た
し
て
以
て
彼
の
情
を
得
る
に
足

ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
知
る
者
は
言
は
ず
、
言
ふ
者
は
知
ら
ず
。
而
れ
ど
も
、

世
、
豈
に
之
を
識
ら
ん
や
。

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
た
『
荘
子
』
の
思
想
は
、
梅
岩
の
学
問
観
と
相
通
ず
る
も

の
で
あ
る
。
殊
に
前
半
部
分
（
世
の
貴
ぶ
所
の
者
は
～
猶
ほ
貴
ぶ
に
足
ら
ざ
る

な
り
）
は
、
梅
岩
の
学
問
観
と
見
事
に
合
致
し
て
い
る
。
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そ
し
て
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
思
想
を
、
寓
話
の
形
式
に
よ
っ
て
表
現
し
た
の

が
、
こ
の
直
後
に
続
く
「
輪
扁
」
の
寓
話
で
あ
る
。
で
は
、
何
故
、
梅
岩
は
寓

話
の
部
分
の
み
を
引
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

寓
話
に
先
立
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
難
解
な
抽
象
的
論
理
が
、
「
輪
扁
」
の
寓

話
に
仮
託
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
理
解
を
容
易
な
ら
し
め
て
い
る
点
で
あ
る
。

文
字
を
知
ら
ぬ
文
盲
の
民
衆
を
も
教
化
の
対
象
と
す
る
梅
岩
に
と
っ
て
、
徒
ら

に
抽
象
論
を
振
り
回
す
こ
と
は
本
志
で
は
な
い
。
寓
話
の
部
分
の
み
を
引
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
梅
岩
の
主
旨
は
十
分
に
伝
わ
る
。

さ
ら
に
、
見
落
と
し
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、
寓
話
に
先
行
す
る
記
述
の
後
半

部
分
（
故
に
視
て
見
る
べ
き
者
は
～
豈
に
之
を
識
ら
ん
や
）
が
、
先
の
「
形
二

由
ノ
心
」
と
相
容
れ
ぬ
思
想
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
荘
子
』
で
は
、
「
形
」

（
Ｍ
）

「
色
」
「
名
」
「
声
」
の
い
ず
れ
も
実
相
を
表
現
し
得
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て

い
る
。
こ
の
思
想
は
、
梅
岩
の
「
形
一
一
由
ノ
心
」
と
明
ら
か
に
反
す
る
。
そ
し

て
、
梅
岩
は
、
『
荘
子
』
の
「
悲
し
き
か
な
、
世
人
、
形
色
名
声
を
以
て
、
以

て
彼
の
情
を
得
る
に
足
る
と
為
す
こ
と
。
夫
れ
形
色
名
声
は
、
果
た
し
て
以
て

彼
の
情
を
得
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
知
る
者
は
言
は
ず
、
言
ふ
者
は
知
ら
ず
」

と
い
う
部
分
に
は
、
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
梅
岩
に
よ
っ
て
、
『
荘

子
』
の
思
想
の
取
捨
選
択
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
一

章
に
お
い
て
指
摘
し
た
『
荘
子
』
と
「
形
二
由
ノ
心
」
と
の
間
の
思
想
的
隔
り

の
存
在
の
傍
証
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
「
播
州
ノ
人
学
間
ヲ
問
ノ
段
」
に
お
い
て

は
、
『
荘
子
』
天
道
篇
の
「
輪
扁
」
の
寓
話
が
直
接
的
に
引
用
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
他
に
も
、
『
荘
子
』
天
道
篇
の
「
輪
扁
」
の
寓
話
か
ら
の
影
響
を
窺
わ
せ

る
記
述
が
あ
る
。
例
え
ば
「
或
学
者
商
人
ノ
学
問
ヲ
談
ノ
段
」
（
四
一
八
頁
）

に
お
い
て
、
梅
岩
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

文
字
二
泥
ム
ハ
糟
粕
ヲ
味
フ
ニ
同
ジ
。
色
々
理
窟
ヲ
ツ
ク
ル
ト
モ
、
争
デ

文
字
ニ
テ
尽
ス
、
ヘ
キ
ャ
。

「
文
字
」
を
「
糟
粕
」
に
職
え
、
「
文
字
」
の
限
界
性
を
説
か
ん
と
す
る
梅

岩
の
こ
の
言
葉
に
は
、
「
荘
子
』
天
道
篇
か
ら
の
影
響
を
看
取
す
る
こ
と
が
で

、
》
二
』
ブ
（
》
○

以
上
、
『
荘
子
』
天
道
篇
の
「
輪
扁
」
の
寓
話
の
持
つ
「
文
字
」
へ
の
拘
泥

に
対
す
る
批
判
の
思
想
と
梅
岩
の
学
問
観
と
の
類
似
性
に
つ
い
て
見
て
き
た

が
、
「
輪
扁
」
の
寓
話
に
は
、
梅
岩
が
共
鳴
す
る
も
う
一
つ
の
要
素
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
二
人
の
登
場
人
物
「
桓
公
」
と
「
輪
扁
」
と
の
対
比
で
あ
る
。
こ
の

両
者
の
関
係
は
、
当
時
の
儒
者
と
梅
岩
と
の
関
係
を
坊
佛
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、

古
の
聖
人
の
言
葉
を
有
り
難
が
っ
て
い
る
桓
公
の
姿
は
、
儒
家
の
経
典
の
解
釈

に
明
け
暮
れ
て
い
る
当
時
の
儒
者
達
の
姿
と
重
な
り
合
い
、
そ
し
て
、
学
問
と

は
縁
遠
い
身
分
、
職
業
で
あ
り
な
が
ら
、
文
字
ば
か
り
に
囚
わ
れ
た
学
問
を
批

判
し
、
日
常
の
実
践
を
通
し
て
、
物
事
の
本
質
を
捉
え
よ
う
と
す
る
大
工
の
輪

扁
の
姿
は
、
梅
岩
自
身
の
姿
と
重
な
り
合
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
梅
岩

は
、
『
荘
子
』
天
道
篇
の
「
桓
公
」
と
「
輪
扁
」
と
の
関
係
に
類
似
し
た
対
比

を
行
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
例
え
ば
『
語
録
』
巻
十
二
（
八
四
）
の
中
で

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

性
〈
元
無
心
、
無
念
ナ
ル
物
ナ
リ
。
元
来
無
心
ナ
ル
物
ユ
ヘ
ニ
、
妾
婦
減

獲
童
蒙
ノ
輩
ラ
ハ
知
り
安
シ
。
何
ヲ
以
テ
知
り
安
シ
ト
ナ
ラ
バ
、
種
々
サ

マ
ザ
マ
ノ
コ
ト
ヲ
聞
カ
ザ
ル
ニ
因
テ
、
無
心
ノ
性
理
二
近
シ
。
又
、
学
者

ノ
知
り
難
キ
子
細
〈
、
名
一
一
因
テ
知
ラ
ル
ル
様
二
思
、
或
〈
無
極
、
或
〈

天
命
、
或
〈
性
、
或
〈
情
、
或
〈
心
、
或
〈
意
、
或
〈
慮
、
或
ハ
志
、
或
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物
ナ
リ
。
シ
バ
ラ
ク
ナ
ヅ
ヶ
テ
性
卜
云
。
品
々
ノ
名
目
卜
云
病
上
’
一
ヘ
ダ

テ
ラ
レ
知
ラ
ザ
ル
事
〈
哀
哉
。

こ
こ
で
は
、
「
妾
婦
」
「
減
獲
」
「
童
蒙
」
と
「
学
者
」
と
が
、
「
輪
扁
」
と
「
桓

公
」
と
同
様
の
関
係
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
「
学
者
」
は
、
「
妾
婦
」
「
滅

獲
」
「
童
蒙
」
と
は
異
な
り
、
本
来
名
づ
け
よ
う
も
な
い
の
に
無
理
に
「
名
（
名

目
と
を
与
え
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
が
障
害
と
な
っ
て
、
「
学
者
」
に
は
、
か
え

っ
て
「
性
」
の
本
質
が
理
解
で
き
な
い
の
だ
と
い
う
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
輪

扁
」
と
「
桓
公
」
の
場
合
と
同
様
の
論
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
「
文

字
」
で
は
な
く
「
名
」
と
い
う
概
念
が
、
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の

梅
岩
の
「
名
」
の
思
想
に
つ
い
て
、
章
を
改
め
て
考
え
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

物
ノ
体
ト
ナ
ル
。
其
物
ヲ
暫
ク
名
ヅ
ヶ
テ
、
理
ト
モ
性
ト
モ
善
ト
モ
云
。

第
二
章
の
最
後
に
示
し
た
「
語
録
』
巻
十
二
（
八
四
）
に
お
い
て
も
述
べ
ら

れ
て
い
た
「
名
」
を
暫
定
的
な
仮
の
も
の
と
す
る
思
想
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
よ
う
な
思
想
に
最
も
強
い
影
響
を
与
え
て
い
た
の
は
、
恐
ら
く
は
老
荘
思
想

で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
『
老
子
』
『
荘
子
」
に
は
、
「
名
」
を
実
相
に

梅
岩
は
、
「
名
」
（
名
称
・
名
目
）
と
い
う
も
の
は
、
あ
く
ま
で
も
仮
の
も
の

で
あ
り
、
実
相
、
本
質
を
表
現
し
う
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
「
名
」
に
拘
泥

す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
し
ば
し
ば
論
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
性

理
問
答
ノ
段
」
（
四
四
三
頁
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

天
地
〈
死
活
ノ
ニ
ヲ
兼
ダ
ル
物
ナ
リ
。
死
活
ノ
ニ
ヲ
兼
ス
ブ
ル
ュ
ヘ
’
一
万

ハ
仁
義
礼
知
信
ナ
ド
ト
、
サ
マ
ザ
マ
ノ
名
目
ニ
カ
カ
ハ
リ
泥
ム
。
是
皆
名

目
ニ
テ
、
性
卜
云
物
〈
元
来
名
ヲ
離
レ
タ
ル
無
声
無
臭
、
無
心
無
念
ナ
ル

第
三
章
梅
岩
の
「
名
」
の
思
想
と
老
荘
思
想

対
時
す
る
暫
定
的
な
仮
の
も
の
と
す
る
思
想
が
し
ば
し
ば
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
を
摘
出
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

『
老
子
』
第
一
章

道
の
道
と
す
べ
き
は
常
の
道
に
非
ず
、
名
の
名
と
す
べ
き
は
常
の
名
に
非

ず
、
無
名
は
天
地
の
始
、
有
名
は
万
物
の
母
：
…
・
此
の
両
者
、
同
じ
く
出

で
て
名
を
異
に
す
。

『
老
子
』
第
二
十
五
章

吾
、
其
の
名
を
知
ら
ず
、
之
を
字
し
て
道
と
日
ふ
、
強
い
て
之
が
名
を
為

し
て
大
と
日
ふ
。

「
老
子
』
第
三
十
八
章

道
は
常
に
名
無
し
。

『
荘
子
』
遁
遥
遊

名
は
実
の
賓
な
り
。

『
荘
子
』
知
北
遊

周
遍
威
の
三
者
、
名
を
異
に
し
て
実
を
同
じ
く
す
、
其
れ
一
を
指
す
。

『
荘
子
』
知
北
遊

道
は
当
に
名
づ
く
べ
か
ら
ず
。

「
荘
子
』
庚
桑
楚

名
は
相
反
し
て
実
は
相
順
ふ
。

以
上
の
よ
う
な
「
名
」
に
対
す
る
懐
疑
性
は
、
『
老
子
」
「
荘
子
』
を
貫
く
重

要
な
思
想
で
あ
る
が
、
こ
の
思
想
を
、
梅
岩
は
受
け
入
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
梅
岩
は
こ
の
「
名
」
の
思
想
を
、
比
喰
を
用
い
て
敷

桁
し
、
「
或
人
主
人
行
状
ノ
是
非
ヲ
問
ノ
段
」
（
四
八
○
頁
）
で
は
次
の
よ
う
に

説
明
し
て
い
る
。

一

二

○



こ
れ
ま
で
、
「
文
字
」
お
よ
び
「
名
」
に
対
す
る
梅
岩
の
思
想
に
つ
い
て
考

察
し
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
梅
岩
の
思
想
は
、
実
は
、
梅
岩
の
老
荘
擁
護
論

と
も
言
う
べ
き
老
荘
観
に
連
な
っ
て
い
る
。
『
石
田
先
生
語
録
補
遺
』
（
以
下
『
語

録
補
遺
』
と
省
略
）
（
三
二
六
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
老
荘
観
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
聖
人
ハ
世
二
云
所
ノ
常
ヲ
語
り
玉
へ
共
、
老
荘
ノ
説
ル
所
ノ
不
言
ノ
妙
徳

ハ
、
ノ
玉
ハ
ズ
シ
テ
具
し
り
。
老
荘
〈
云
ハ
レ
ザ
ル
ノ
妙
ヲ
辞
二
見
ハ
セ

汝
モ
生
シ
時
〈
赤
子
ト
云
。
次
デ
名
ヲ
付
テ
次
郎
ト
カ
太
郎
ト
カ
云
、
ヘ
シ
。

成
長
シ
テ
汝
今
ノ
名
ヲ
付
リ
。
又
年
寄
（
法
体
シ
テ
法
名
ヲ
付
ベ
シ
。
其

時
々
ノ
名
ヲ
召
（
答
ル
ナ
リ
。
其
名
〈
実
ノ
者
力
、
仮
ノ
者
力
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
梅
岩
の
「
名
」
に
対
す
る
思
想
は
、
第
二
章
に
お
い
て

考
察
し
た
梅
岩
の
「
文
字
」
に
対
す
る
思
想
と
如
何
な
る
関
係
を
持
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
「
或
学
者
商
人
ノ
学
問
ヲ
識
ノ
段
」
（
四
一
七
頁
）
に
次
の
よ
う

な
記
述
が
あ
る
。

天
地
有
テ
物
ヲ
生
ジ
、
物
生
ジ
テ
後
二
名
ア
リ
。
名
有
テ
後
、
文
字
ヲ
加

テ
名
ヲ
書
ス
。
文
字
〈
伏
義
ノ
後
、
倉
頷
ガ
作
卜
云
二
非
ャ
。
イ
マ
ダ
名

モ
附
ケ
ズ
文
字
モ
無
前
ヨ
リ
天
道
ア
リ
。
天
道
ト
イ
ヘ
ド
モ
人
有
テ
付
ダ

ル
名
ナ
リ
。
我
云
所
ヲ
、
名
ヲ
離
レ
テ
聞
く
シ
・

こ
の
記
述
か
ら
、
梅
岩
に
お
け
る
「
文
字
」
に
対
す
る
思
想
と
「
名
」
に
対

す
る
思
想
が
、
極
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
梅
岩
に
お
い
て
、

「
文
字
」
「
名
」
は
と
も
に
、
泥
む
く
か
ら
ざ
る
末
梢
的
な
も
の
と
し
て
捉
え

ら
れ
ら
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
四
章
梅
岩
の
老
荘
擁
護
論

リ
。
見
ハ
レ
タ
ル
辞
〈
不
言
ノ
妙
ニ
ア
ラ
ズ
。
不
言
ノ
妙
一
一
ア
ラ
ズ
ト
云

へ
共
、
世
ノ
者
、
聖
人
ノ
言
葉
二
泥
ミ
、
不
言
ノ
妙
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ュ
ヘ
ニ
、

聖
人
ノ
実
体
〈
辞
一
天
ア
ラ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
シ
メ
ン
ト
思
う
。
実
体
、

自
辞
二
見
ハ
レ
タ
ル
所
ナ
リ
。
末
ノ
儒
者
コ
レ
ヲ
知
ラ
ズ
シ
テ
異
端
ト
誰

ル
ハ
悲
シ
キ
コ
ト
ナ
リ
。

前
半
部
分
に
お
い
て
は
、
老
荘
の
「
不
言
ノ
妙
」
の
矛
盾
点
に
つ
い
て
批
判

し
て
い
る
も
の
の
、
梅
岩
の
論
旨
は
、
後
半
部
分
の
老
荘
擁
護
論
に
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
世
ノ
者
、
聖
人
ノ
言
葉
二
泥
ミ
、
不
言
ノ

妙
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ュ
ヘ
’
一
、
聖
人
ノ
実
体
〈
辞
ニ
ハ
ア
ラ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
シ
メ

ン
」
と
し
た
の
が
老
荘
で
あ
る
と
い
う
梅
岩
の
弁
は
、
本
稿
第
二
章
・
第
三
章

に
お
い
て
考
察
し
て
き
た
梅
岩
の
思
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
思
想
に
基
づ
き
、
老
荘
思
想
を
異
端
思
想
と
し
て
誹
誇
す
る
儒
者
達
を
、
梅

岩
は
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
『
語
録
』
巻
十
八
（
一
三
五
）
の
荘
子
と
達
磨
の
架
空
の
会
話
に
お

い
て
、
「
世
一
一
尊
キ
三
国
第
一
ノ
孔
子
聖
人
ノ
其
大
徳
サ
ヘ
知
ラ
ズ
シ
テ
無
ガ

シ
ロ
ニ
云
ナ
シ
、
仁
義
礼
智
信
ノ
五
常
五
倫
ヲ
破
却
ス
ト
聞
」
と
い
う
批
判
の

弁
に
対
し
て
、
梅
岩
は
荘
子
を
し
て
次
の
よ
う
に
語
ら
し
め
て
い
る
。

籾
、
世
間
ヨ
リ
儒
者
ヲ
護
ル
ト
云
テ
悪
メ
共
、
其
〈
得
不
レ
聞
ノ
誤
リ
ナ

リ
。
我
ガ
云
所
〈
、
寓
言
一
一
テ
皆
寄
言
ナ
リ
。
狂
言
綺
語
ト
云
ガ
如
シ
。

其
ユ
ヘ
ニ
堯
舜
卜
云
へ
バ
ト
テ
、
堯
舜
ノ
コ
ト
’
一
ハ
ァ
ラ
ズ
。
孔
子
孟
子

卜
云
へ
バ
ト
テ
、
孔
子
孟
子
ノ
コ
ト
ニ
ハ
ァ
ラ
ズ
。
仁
義
礼
智
信
五
常
五

倫
卜
云
ガ
五
常
五
倫
ノ
コ
ト
ニ
モ
ァ
ラ
ズ
。

こ
れ
は
、
先
の
『
語
録
補
遺
』
（
三
二
六
）
の
老
荘
擁
護
論
を
、
よ
り
詳
し

く
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
老
荘
擁
護
論
の
思
想
的
背
景
に
、
本
稿

一
一
一
一



こ
れ
ま
で
、
梅
岩
と
老
荘
思
想
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
き
た
が
、

で
は
、
梅
岩
は
、
『
老
子
』
『
荘
子
』
を
如
何
な
る
註
釈
書
に
よ
っ
て
読
ん
で
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
む
す
び
に
か
え
て
、
若
干
の
附
言

を
し
て
お
き
た
い
。

『
語
録
』
巻
十
八
（
一
三
八
）
は
、
荘
子
と
孟
子
と
の
架
空
の
会
話
が
中
心

と
な
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
、
荘
子
の
次
の
よ
う
な
弁
が
あ
る
。

第
二
章
・
第
三
章
に
お
い
て
考
察
し
た
梅
岩
の
思
想
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
語

録
補
遺
』
（
三
二
六
）
の
記
述
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
、
こ
の

老
荘
擁
護
論
は
、
梅
岩
の
独
創
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
答
え
は
否
で
あ
る
。

第
一
章
に
お
い
て
も
言
及
し
た
『
田
舎
荘
子
』
の
「
荘
子
大
意
」
の
中
で
、
著

者
で
あ
る
快
斎
樗
山
は
、
『
荘
子
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

世
を
矯
、
俗
の
眠
り
を
猩
さ
む
が
た
め
に
、
常
に
過
当
の
論
お
ほ
し
。
或

は
五
帝
三
王
、
周
公
、
孔
子
を
穀
り
て
、
当
世
の
儒
者
、
聖
人
の
真
を

不
し
知
、
徒
に
其
礼
楽
仁
義
の
通
に
な
づ
み
、
聖
人
の
糟
粕
を
貴
む
で
、

道
と
す
る
こ
と
を
憤
り
、
礼
楽
仁
義
聖
人
と
も
に
打
や
ぶ
り
て
、
道
の
極

り
な
き
事
を
論
ず
。
荘
子
、
実
に
聖
人
を
不
し
知
に
は
あ
ら
ず
。
堯
舜
孔

子
を
穀
る
は
、
実
に
堯
舜
孔
子
を
貴
ぶ
也
。
今
の
儒
者
の
貴
ぶ
所
は
、
堯

舜
孔
子
の
跡
な
り
。
其
形
迩
の
堯
舜
孔
子
を
打
や
ぶ
り
て
、
真
の
堯
舜
孔

子
を
あ
ら
は
さ
む
た
め
也
。

『
田
舎
荘
子
』
の
方
が
、
よ
り
積
極
的
な
『
荘
子
』
擁
護
論
で
は
あ
る
が
、

梅
岩
の
老
荘
擁
護
論
が
、
『
田
舎
荘
子
』
の
強
い
影
響
の
も
と
に
形
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

む
す
び
に
か
え
て

荘
子
答
日
…
…
上
古
ノ
世
一
一
〈
、
天
下
ノ
民
、
但
々
君
ア
ル
コ
ト
ヲ
知
ル

ノ
ミ
。
君
民
共
一
一
道
化
ノ
中
二
相
上
忘
ル
。
コ
レ
ヲ
以
テ
見
レ
バ
、
堯
舜

天
下
ヲ
治
メ
ラ
レ
シ
ト
功
ヲ
見
ル
ハ
劣
レ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
ャ
。
其
後
一
一
ヲ
ヨ

ン
デ
、
民
、
君
ヲ
見
テ
始
テ
親
ミ
誉
ル
ノ
意
ア
リ
。
此
中
世
ナ
リ
。
其
後

〈
、
民
ヨ
リ
君
ヲ
見
テ
始
テ
畏
權
ノ
意
ア
リ
。
コ
レ
末
世
ナ
リ
。

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
政
治
論
は
、
明
ら
か
に
『
老
子
』
第
十
七
章
の
「
太

上
下
知
し
有
し
之
、
其
次
親
し
之
誉
し
之
、
其
次
畏
し
之
、
其
次
侮
し
之
」
を
敷
桁

し
た
も
の
で
あ
る
。
（
た
だ
し
梅
岩
は
「
其
次
侮
し
之
」
に
つ
い
て
は
言
及
し

て
い
な
い
）
こ
の
『
老
子
』
第
十
七
章
は
、
「
太
上
」
を
「
最
上
」
の
意
と
取

る
か
、
「
上
古
（
太
古
）
」
の
意
と
取
る
か
に
よ
っ
て
、
二
通
り
の
解
釈
が
可
能

と
な
る
。
梅
岩
は
、
「
太
上
」
を
「
上
古
」
と
取
り
、
「
太
上
」
以
下
に
続
く
「
其

次
」
を
歴
史
的
経
過
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
解
釈
は
、
は
じ
め
に
も

言
及
し
た
『
老
子
口
義
』
の
解
釈
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
老
子
口
義
』

の
解
釈
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

太
上
言
二
上
古
之
世
一
也
、
下
天
下
也
、
上
古
之
時
、
天
下
之
人
、
但
知
し

有
し
君
而
已
、
而
皆
相
．
忘
於
道
化
之
中
一
、
及
二
其
後
一
也
、
民
之
於
レ
君

始
有
二
親
誉
之
意
一
、
又
其
後
也
、
始
有
二
畏
權
之
意
一
、
又
其
後
也
始

有
二
玩
侮
之
意
一
、
此
言
二
世
道
愈
降
下
一
美

梅
岩
の
「
上
古
ノ
世
一
天
、
天
下
ノ
民
、
但
々
君
ア
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
ノ
ミ
。

君
民
共
一
一
道
化
ノ
中
二
相
上
忘
ル
」
は
、
『
老
子
口
義
』
の
「
太
上
言
二
上
古

之
世
一
也
、
下
天
下
也
、
上
古
之
時
、
天
下
之
人
、
但
知
し
有
し
君
而
已
、
而
皆

相
．
忘
於
道
化
之
中
一
」
に
基
づ
く
表
現
で
あ
り
、
「
其
後
ニ
ヲ
ョ
ン
デ
、
民
、

君
ヲ
見
テ
始
テ
親
ミ
誉
ル
ノ
意
ア
リ
」
お
よ
び
「
其
後
〈
、
民
ヨ
リ
君
ヲ
見
テ

始
テ
畏
權
ノ
意
ア
リ
」
は
、
『
老
子
口
義
』
の
「
及
二
其
後
一
也
、
民
之
於
レ
君

一
一
一
一
一



本
稿
で
は
、
「
文
字
」
に
拘
泥
す
る
こ
と
を
戒
め
た
梅
岩
の
学
問
観
、
さ
ら

に
は
「
名
」
を
飽
く
ま
で
も
仮
の
も
の
と
す
る
梅
岩
の
思
想
に
こ
そ
、
老
荘
思

想
が
受
容
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
考
察
し
、
ま
た
、

梅
岩
が
、
『
田
舎
荘
子
』
あ
る
い
は
『
老
子
口
義
』
か
ら
も
強
い
影
響
を
受
け

て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
つ
い
て
も
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
な
梅
岩
に
お
け
る

老
荘
思
想
の
受
容
が
、
梅
岩
に
続
く
石
門
心
学
の
徒
に
、
如
何
に
受
け
継
が
れ
、

あ
る
い
は
如
何
に
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
っ
た
か
、
こ
れ
は
、
日
本
近
世
に
お
け

る
老
荘
思
想
受
容
史
上
、
注
目
す
べ
き
問
題
で
あ
り
、
か
つ
極
め
て
興
味
深
い

問
題
で
あ
る
。
今
後
の
自
ら
の
課
題
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

始
有
二
親
誉
之
意
一
」
お
よ
び
「
其
後
也
、
始
有
二
畏
催
之
意
一
」
に
基
づ
く
表

現
で
あ
る
こ
と
は
、
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
「
荘
子
口
義
』
に
関
し
て
は
、
こ
の

よ
う
な
端
的
な
事
例
を
、
梅
岩
の
言
説
の
中
か
ら
は
見
出
し
得
な
か
っ
た
が
、

少
な
く
と
も
『
老
子
』
に
関
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
梅
岩
が
『
老
子
口
義
』

を
用
い
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

注（
１
）
拙
稿
「
林
羅
山
の
「
老
子
口
義
』
受
容
」
（
『
日
本
思
想
史
学
・
第
二
十

三
号
』
一
九
九
一
年
刊
所
収
）
参
照
。

（
２
）
談
義
本
に
関
す
る
纒
ま
っ
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
中
野
三
敏
氏
の
『
戯

作
研
究
』
（
一
九
八
一
年
・
中
央
公
論
社
刊
）
所
収
の
一
連
の
談
義
本
研

究
が
あ
る
。

（
３
）
『
石
田
梅
岩
全
集
』
（
一
九
五
六
年
・
清
文
堂
出
版
刊
）
に
拠
っ
た
。
な

お
、
引
用
に
際
し
て
は
、
常
用
漢
字
を
用
い
た
。
そ
の
他
の
資
料
の
引
用

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

（
４
）
日
本
古
典
文
学
大
系
九
七
『
近
世
思
想
家
文
集
』
（
一
九
六
六
年
・
岩

波
書
店
刊
）
所
収
の
『
都
鄙
問
答
』
に
拠
り
、
頁
数
を
括
弧
内
に
示
し
た
。

な
お
、
適
宜
、
傍
線
お
よ
び
読
点
を
補
っ
た
。
そ
の
他
の
資
料
に
つ
い
て

も
同
様
で
あ
る
。

（
５
）
東
京
大
学
文
学
部
研
究
報
告
『
哲
学
論
文
集
』
初
出
。
『
石
田
梅
岩
の

思
想
ｌ
「
心
」
と
「
倹
約
」
の
哲
学
』
（
吉
田
紹
欽
・
今
井
淳
編
一
九

七
九
年
・
ペ
リ
か
ん
社
刊
）
所
収
。

（
６
）
一
九
六
八
年
・
岩
波
書
店
（
岩
波
新
書
）
刊
。

（
７
）
「
石
田
梅
岩
全
集
』
（
前
出
）
に
拠
っ
た
。

（
８
）
「
石
田
梅
岩
論
」
（
「
石
田
梅
岩
の
思
想
ｌ
「
心
」
と
「
倹
約
」
の
哲
学
』

所
収
）

（
９
）
「
石
田
梅
岩
の
「
形
』
と
『
心
』
の
問
題
」
（
『
石
田
梅
岩
の
思
想
ｌ
「
心
」

と
「
倹
約
」
の
哲
学
』
所
収
）

（
Ⅲ
）
『
荘
子
』
中
に
は
「
至
人
〈
心
ナ
シ
」
に
相
当
す
る
表
現
は
な
い
。
た

だ
し
、
「
道
遥
遊
」
に
「
至
人
無
し
己
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。

（
Ⅱ
）
享
保
十
二
年
刊
・
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
に
拠
り
、
句
読
点
お

よ
び
傍
線
を
適
宜
補
っ
た
。

（
胆
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
八
一
（
一
九
九
○
年
・
岩
波
書
店
刊
）
所
収
『
田

舎
荘
子
』
注

（
岨
）
日
本
思
想
大
系
四
二
「
石
門
心
学
』
（
一
九
七
一
年
・
岩
波
書
店
刊
）

所
収
の
『
斉
家
論
』
に
拠
っ
た
。

（
Ｍ
）
『
荘
子
口
義
』
の
「
情
実
也
（
情
は
実
な
り
）
」
に
従
っ
て
解
釈
し
た
。

（
国
際
大
学
助
手
）

一
一
一
一
一
一


